
笠間市は、日本の中でも農作物の北限と南限の境となる地。
そのため四季折々のさまざまな農作物を栽培できる土地柄です。
気候や土壌など、恵まれた環境で育てられた笠間の農作物を、 
市場へ、そして消費者へ届ける取り組みを紹介します。

生産者とバイヤーをつなげ、消費者とつながる。そして生産量を増やす。

笠間市の代表的な農作物は何ですか？と聞かれると、
栗と答える方が多いと思います。
（笠間ブランディングアドバイザー藤原 浩さん）

早く芽を出せ。特集

笠間市で採れる自慢の野菜をご覧あれ。

ふじ  わら ひろし
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バ
イ
ヤ
ー
と
つ
な
げ
る
。

「
笠
間
の
イ
メ
ー
ジ
は
栗
。

栗
が
有
名
だ
よ
ね
と
い
う
の
が
あ
ま
り
に
強
す
ぎ
る
。

笠
間
の
農
作
物
を
バ
イ
ヤ
ー
に
伝
え
る
に
は
、カ
タ
ロ
グ
が
必
要
で
す
。」

笠
間
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

藤
原 

浩
さ
ん
が
語
る
笠
間
の
農
業
環
境
。

　
朝
早
く
、
笠
間
市
に
来
る
と
モ
ヤ
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。雨
が
降
っ
て
大
地
が
水
分
を
吸
い
、
太
陽
の

陽
差
し
で
地
表
の
温
度
変
化
が
起
っ
て
、
地
球
が
呼

吸
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。こ
う
い
う
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
農
作
物
に
必
要
な
寒
暖
差
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
常
磐
線
で
東
京
か
ら
笠
間
へ
来
る
と
わ
か

る
ん
で
す
が
、
土
の
色
が
変
わ
る
ん
で
す
。土
が
恵

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
他
に
は
変
え
ら
れ
な
い
価
値

で
す
。そ
う
い
う
意
味
で
は
笠
間
は
さ
ま
ざ
ま
な
農

作
物
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
土
地
柄
で
す
。今
ま
で

case

1

笠
間
市
は
、農
作
物
を
作
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
、

す
ご
く
い
い
ん
で
す
。

カ
タ
ロ
グ
の
よ
う
な
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
笠
間
産
の
農
作
物
の

イ
メ
ー
ジ
が
栗
の
ほ
か
に
思
い
つ
か
な
い
、
と
い
う

声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。東
京
の
大
手
百
貨
店
で
バ

イ
ヤ
ー
た
ち
と
話
を
し
て
も
、
栗
の
ほ
か
に
、
収
穫

で
き
る
も
の
を
挙
げ
て
い
く
と
、
び
っ
く
り
さ
れ
ま

す
。ま
だ
笠
間
の
魅
力
あ
る
農
作
物
を
知
ら
な
い
方

に
、
見
た
目
や
美
味
し
さ
を
伝
え
る
と
き
、
カ
タ
ロ

グ
が
無
い
と
深
く
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

今
回
、
笠
間
産
の
農
作
物
を
カ
タ
ロ
グ
で
ま
と
め
た

い
と
思
っ
た
一
番
の
理
由
で
す
。

プロフィール
社団法人 日本フードアナリスト協会　常任理事
多くのメディアからも出演依頼を受ける人気
フードアナリストとして活躍中。
平成26年8月から笠間ブランディングアドバイ
ザーに就任し、5年目を迎える。
この間、市内生産者を有名レストランなどとつ
なげ、笠間市産農作物のブランド化に尽力する。

笠間ブランディングアドバイザー
食をはじめとする地域のブランド化に深い知見を有する専門家で、多
角的かつ総合的な観点からブランディングを進め、特産品をはじめと
した笠間の知名度向上やイメージアップを図る役割を担っています。

今までは、
商品だけを紹介。

いくら良い商品でも、
商品はしゃべらない。
代わりに生産者が語る
育て方のお話を
伝えたいんです。

カタログは、流通業界のバイヤー、そ
してレストランへの PR、商談会に使
うなど、生産者とバイヤーをつなぐ
ツールとして使われます。
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　生産者の顔と思いが見える朝市として、毎月第 4土
曜日の午前９時から12時まで友部公民館の敷地内で
開催しているカサマルシェ。
　笠間の“おいしい”をお届けするため、生産者や飲食
店などが集まり、減農薬やエコなど、こだわりの農業
で生産された農作物や畜産物、そして加工品をそろえ
ています。
　カサマルシェでは、旬の野菜やめずらしい野菜、コ
ンクールで入賞した加工品、人気飲食店のおいしいパ
ン、お惣菜などが並んでいます。
　また、できたてを食べられるコーナーもありますの
で、家族や友達とお出かけください。

　カサマルェに出店したい生産者、加工業者およ
び飲食業者を募集しています。
　出店に際しては、笠間アグリビジネスネット
ワーク協議会に加入していただく必要があります
ので、詳しくは農政課までお問い合わせください。

カサマルシェとは

消費者と
　 つながる。

case

2

　笠間市は、農商観連携によるアグリビ

ジネスを積極的に展開している笠間ア

グリビジネスネットワーク協議会を応援

しています。

　同協議会は、有機農法を始めとする

安心安全にこだわった笠間の野菜やそ

れを使用した加工品を広めるため、毎月

カサマルシェを開催しています。
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新
し
く
農
業
を
始
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
他

産
業
で
の
起
業
と
大
き
な
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。経
営
に
必
要
な
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身

に
つ
け
、
経
営
開
始
の
た
め
の
資
金
を
用
意
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
就
農
の
た
め
、
情
報
収
集
に
努
め
て
意
思
を

固
め
、
具
体
的
な
営
農
計
画
の
作
成
と
、
研
修

を
含
め
、十
分
な
準
備
期
間
が
必
要
で
す
。

　
新
し
く
農
業
を
始
め
た
い
方
は
、
各
機
関
の

相
談
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

笠
間
市
　
農
政
課

〒
3
0
9

-

1
7
9
2

笠
間
市
中
央
三
丁
目
2
番
1
号

☎
0
2
9
6

-

77

-

1
1
0
1

（
一
財
）笠
間
市
農
業
公
社

〒
3
0
9

-

1
7
9
2

笠
間
市
中
央
三
丁
目
2
番
1
号

☎
0
2
9
6

-

73

-

6
4
3
9

笠
間
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

〒
3
0
9

-

1
6
3
2

笠
間
市
笠
間
1
5
3
1

笠
間
合
同
庁
舎
内

☎
0
2
9
6

-

72

-

0
7
0
1

常
陸
農
業
協
同
組
合

笠
間
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

〒
3
0
9

-

1
6
3
2

笠
間
市
飯
合
1
4
6

☎
0
2
9
6

-

74

-

4
7
0
0

就
農
相
談
窓
口

 

ま
だ
あ
り
ま
す
。

 

就
農
研
修
期
間
中
の
生
活
費
を
支
援
し
ま
す
。

▼
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
準
備
型

年
間
1
5
0
万
円
を
限
度
に
、

最
長
7
年
間
交
付
し
ま
す
。

▼
樹
園
地
継
承
支
援
事
業

果
樹
農
家
を
目
指
す
研
修
受
講
者
に

年
間
1
2
0
万
円
を
限
度
に
、

最
長
2
年
間
交
付
し
ま
す
。

  

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。 

  

農
業
研
修
の
受
講
費
用
も
支
援
し
ま
す
。

▼
担
い
手
対
策
強
化
促
進
事
業

月
額
5
万
円
、

最
長
2
年
間
交
付
し
ま
す
。

❷ 

農
業
用
機
械
・
設
備
を
導
入
す
る
方

市
で
は
、農
業
用
機
械
や
施
設
の
導
入
を

支
援
す
る
制
度
が
あ
り

最
大
で 　
　
　
　
　
の

支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
支
援
制
度
は
、有
し
て
い
る

資
格
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
内
容
が
違
い
ま
す
。
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が
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違
い
違
い
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違
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す
ま
す
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す
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す
ま
す
ま
す
ま
す
ま
す
ま
す
ま
す
ま
す
ま

。。。。。。。

市
で
は
、農
業
用
機
械
や
施
設
の
導
入
を

支
援
す
る
制
度
が
あ
り

最
大
で 　
　
　
　
　
の

支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
支
援
制
度
は
、有
し
て
い
る

資
格
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
内
容
が
違
い
ま
す
。

3
0
0
万
円

❸ 

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
と
っ
て

　

 

消
費
者
か
ら
信
頼
を
得
た
い
方

４０
万
円

第
三
者
機
関
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
で
、

農
作
物
の
安
全
性
の
見
え
る
化
を
果
た
す

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
の
た
め
の

審
査
費
用
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

最
大
で
、　
　
　
　
　

を
交
付
し
ま
す
。

第
三
者
機
関
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
で
、

農
作
物
の
安
全
性
の
見
え
る
化
を
果
た
す

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
の
た
め
の

審
査
費
用
な
ど
を
支
援
し
ま
す
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大
で
、　
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付
し
ま
す
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3
　
笠
間
市
で
は
、
農
作
物
の
生
産
者
を
増
や

し
て
、
各
農
作
物
の
生
産
量
を
増
や
す
こ
と

で
、
地
場
農
作
物
の
安
定
供
給
を
図
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
安
定
的
に
市
場
に
笠
間
産
の
農
作
物
を
供

給
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
流
通
業
界
な
ど

の
バ
イ
ヤ
ー
に
自
信
を
持
っ
て
紹
介
、
そ
し
て

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
農
業
総
合
力
の
向
上
を
目
指
し
、

さ
ま
ざ
ま
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支
援
制
度
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
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間
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作
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の
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産
者
を
増
や

し
て
、
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農
作
物
の
生
産
量
を
増
や
す
こ
と

で
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地
場
農
作
物
の
安
定
供
給
を
図
る
取
り

組
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進
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て
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ま
す
。

　
安
定
的
に
市
場
に
笠
間
産
の
農
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を
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で
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る
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市
で
は
、
農
業
総
合
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の
向
上
を
目
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さ
ま
ざ
ま
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支
援
制
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供
し
て
い
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す
。

生
産
量
を
増
や
す
。

生産者の
増加

生産量の
増加

所得の
増加

設備投資

営農の
効率化

❶ 

農
業
を
始
め
る
方
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